
可
凱
小
琉
容
十
五

蚊
応
・
物
騒
敷
般
に
付
相
銀
可
巾
と
存
じ
組
問
越
候
所
・
能
共
見
分
不

巾
脇
指
を
抜
有
之
候
者
主
、
戸
間
右
近
特
段
抑
有
之
候
に
付
、
乱
心

と
存
じ
取
銀
さ
せ
可
申
と
、
御
目
付
を
呼

K
混
越
、
夫
よ
り
直
陀
御

勝
手
陀
罷
越
候
旨
。
右
飢
心
と
存
候
は
ピ
御
回
附
呼
候
に
も
不
及

北
ハ
場
に
沿
い
て
と
も

L
¥陀
取
銀
可
申
俄
に
候
所
、
骨
骨
場
を
一
位
通
り

剰
へ
4
4
腕
桜
子
見
胞
不
巾
供
。
彼
此
御
役
般
を
も
乍
相
動
、
不
刑
法

の
仕
形
被
思
召
候
。

依
之
改
U

制
被
仰
付
候
者
山
出
。

巴
七
月

H
九
日

布
於
叫
川定
場
・
大
仰
回
附
三
人
列
耐
也
、
松
平
版
九
郎
被
巾
波
候
。
抑
制

母
は
泊
井
雅
楽
顕
一
依
五
百
石
也
。
御
改
易
と
は
、
評
定
喝
の
門
前
に

て
大
小
和
渡
し
、

-
侠
も
不
召
述
、

一
人
勝
手
弐
第
何
方
へ
成
と
も

一一
能
越
般
事
。
御
追
放
と
の
迷
は
少
し
の
俊
也
。
御
拍
車
放
は
品
川
e

千

住
-板
橋
、
此
三

口
の
内

へ
御
徒
同
付
等
制
浅
越
・
三
宿
の
細
川
に
て
大

小
和
渡
し
退
放
ち
巾
・候
旨
也
。

一
、
大
正
寺
侯
御
述
地
の
儀
.

一
等
か
ろ
く
混
成
、
御
目
通
指
相
候

と由
T
趣
K
山
崎
成
松
川
。
隼
人
正
居
邸
は
、
追
て
政
掌
和
白
川
守
殿
へ
御
到

に
同
国
成
候
。

一
、
役
人
一
渉
と
定
h
q
起
本

簡
の
印
刷
、私
父
丸
右
術
門
常
に
物
詩
仕
候
を
承
巾
快
。
年
枕
月
日
は
失

念
仕
候
。
九
右
街
門
申
候
は
‘
増
上
寺
火
消
の
俄
御
級
被
成
候
。
就

共
御
家
中
の
者
共
、
何
も
不
残
可
能
越
旨
御
開
聞
に
御
座
候
。
共
時
分

は
龍
口
御
屋
敷
へ
相
訪
候
者
共
は
.
乎
寄
の
町
鹿
児
借
宅
仕
候
。
九

右
衛
門
印
刷
も
新
小
間
関
町
民
健
在
候
。

則
仲
間
の
者
共
在
翁
知
合
、

九
人
泌
K
て
冷
上
寺
へ
走
り
渚
候
所
氏
、
本
堂
へ
梯
指
雌
有
之
候
。

北
ハ
際
民
御
腐
を
被
立
被
成
御
臨
候
。
丸
人
の
者
共
能
越
候
を
御
蛇
紋

遊
・
う
へ
へ
あ
が
れ
/
¥
と
御
直
に
御
下
知
被
遊
侠
o
兆
刻
御
馬
の

廻
に
御
供
の
者
十
三
凹
入
、
本
堂
の
上
に
は
人
政
務
〈
廿
四
五
人
相

見
え
中
候
。
北
ハ
内
迫
々
何
も
浪
越
。
共
上
微
妙
公
御
在
江
戸
K
て
.

本
郷
御
屋
敷
よ
り
段
々
人
数
か
さ
な
り
、
後
に
は
本
堂
の
上
ひ
し
と

人
数
に
て
退
官
中
火
を
防
ぎ
申
内
、
火
も
鎖
り
、
増
上
寺
無
別
僚
候
。

御
防
に
は
本
郷
御
屋
敷
へ
直
に
被
銭
入
候
。
此
節
は
九
治
衛
門
も
御

供
仕
候
所
陀
.
長
町
の
内
陀
て
御
跡
の
方
致
騒
動
伎
を
御
軒町
被
成
候

へ
は
.
上
伎
の
山
に
て
、
此
方
御
人
数
の
内
を
央
制
巾
御
抜
本
衆
有

之
官
総
や
ら
ん
中
上
候
へ
ば
‘
此
方
も
上
伎
と
可
巾
候
。
必
宇
通
し

中
間
放
旨
御
立
に
て
、
御
先
御
跡
の
騎
馬
-
騎
打
陀
九
人
御
座
候

所
・
御
混
同
く
・佐
々
木
道
求
を
始
め
騎
馬
の
笥
打
桜
忍
釧
国
百
御
立
に

可
翻

d
読
経
十
五

九
四

一
、
三
十
日
合
て
三
十
人
民

〆
十
陀
割
、

一
分
役
は
三
人
の
郡
。

て

御
家
巾
百
石
陀
付
三
月
よ
り
九
月
ま
で
三
歩
、
役
人
数
合
て

筒
月
陀
九
人
宛
七
筒
月
、
都
て
六
十
三
人
。
十
月
よ
り
明
年
二
月
迄

二
歩
、
殺
人
数
合
て
一
筒
月
陀
六
人
宛
五
筒
月
.
都
て
三
十
人
。
年

中
惣
人
数
都
合
九
十
人
百
石
の
賞
。

一
、
銀
役
年
中
七
十
凶
必
四
分
、

-
人
八
分
。

日
用
に

〆
九
十
三
人

の
お
。
一
、
最
前
は
銀
役
は
、

一
人
に
付

一
匁
二
分
宛
出
銀。

て
ま
る
役
年
中
三
百
六
十
人
。
但

一
筋
月
陀
三
人
宛
被
下
人
有
之。

是
よ
り
末
は
右
の
住
付
に
付
札
陀
し
て
あ
り
。

一
、
御
家
中
百
石
に
付
三
歩
役
一
筒
月
、
人
数
九
人
。
十
二
例
月
〆

百
八
人
。
此
役
銀
七
十
五
匁
六
分
。
但
一
人
七
分
宛。

千
石
以
下
銀

役
如
此
。

一
、
千
石
以
上
は
三
歩
役
の
内
一

歩
人
役
。
但
千
石
の
世
り
一
日
に

一
人
宛
。
一
筋
月
三
十
人
の
内
、
三
人
は
休
日
被
下
。
廿
七
人
毎
月

出
す
。
時
間
て
こ
歩
は
銀
役
。
千
石
以
下
の
制
同
事
。
帥
一
一
…
町
一
持
品
附
判
明

一
、
増
上
寺
近
火
、
防
限
公
御
仰
の
都

大
猷
公
御
代
芝
縫
出
火
に
付
.
場
上
寺
へ
防
限
公
被
成
御
座
候
。
ー
ハ

て

御
先
六
人
も
三
時
制
宛
に
並
び
、
御
跡
三
人
も
厳
陀
並
び
、
騎
馬

を
篤
打
申
候
。
叉
殺
の
指
凶
陀
候
平
、
火
消
即
座
並
飛
口
を
持
巾
者

共
も
皆
舗
に
い
た
し
、
道
幅
一
ぱ
い
に
行
列
を
立
申
故
、
染
込
申
御

旗
本
然
・
跡
へ
も
先
へ
も
ぬ
け
巾
・都
難
成
・
御
行
列
の
中
に
挟
ま
れ

談
会
候
。
御
行
列
を
成
組
慨
に
と
御
意
に
て
、
モ
る
/

¥
と
被
成
仰

座
仮
出
出
.
長
町
の
行
wM
り
の
屋
敷
の
前
よ
り
、
右
の
御
旗
本
政
河
蕊

の
方
へ
染
抜
紋
中
山
。
九
布
術
門
巾
附
快
。

一
、
右
火
都
の
節
微
妙
公
御
挨
拶

右
火
事
の
俊
民
付
横
山
外
記
物
踏
に
は
.
増
上
寺
火
事
以
後
本
郷
御

邸
へ
御
見
舞
衆
多
有
之
、
微
妙
公
御
封
聞
の
刻
.
昨
日
は
筑
前
司
政

増
上
寺
火
消
の
儀
御
抑
制
の
所
、
早
速
御
越
被
成
、
共
上
御
寺
も
危
〈

候
所
に
被
出
御
料
.
御
家
来
中
も
煙
の
中
広
能
在
、』
鍛
敷
防
ぎ
巾
候

由
。
於
陵
中
n

北
の
み
御
沙
汰
に
御
市
出
回
目
!
被
由
・
上
候
へ
ば
‘
身
は
元
共
不

在
候
。
筑
前
守
若
筑
放
に
て
供
。
火
は
相
乎
陀
難
成
も
の

に
候
。
地相

し
筑
前
守
友

E
怪
我
を
い
た
し
候
て
は
、
公
儀
の
御
鶴
も
不
宜
供
。

筑
前
司
が
秘
成
大
名
は
、難
防
候
は
ピ
共
分
陀
総
候
て
‘目白の
如
〈
附

上
等
を
建
て
よ
る
が
.
大
名
の
御
事
公
民
て
候
と
御
挨
拶
被
遊
侠
へ

ば
、

二
挫
の
衆
盟
て

と
か
く
申
上
都
も
担
之
山
。
外
紀
物
新
承
候
。

二
九
五




